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特定非営利活動法人手話教師センター  

 

新型コロナウイルス感染症は、感染症法上では「２類相当感染症」としていたが、令和５年５月８日か

ら「５類感染症」に変更となった。コロナと共生する時代に入ったと言える。必要な感染対策を講じなが

ら、本年度の方針として、オンラインのほうが適切なものについてはオンライン、対面のほうが適切なも

のについては対面で行なった。 

 

１ 事業の成果 

 

【育成】定例会を年に４回、オンラインで実施した（第 62 回～第 65 回）。△オンライン版日本手話ブラ

ッシュアップ講座を年に４回実施した。（うち１回は手話言語学基礎講座）△ナチュラルアプローチ手話

教授法講座をオンラインで開講した。模擬授業は対面で行なった。 

 

【研修】集中研修会を前期（38 人）と後期（34 人）にわけ、すべてオンラインで実施した。△第 23 回

日本手話教育研究大会をオンラインで開催した。（約 240 人）△手話教師育成指導者研修会をオンライン

で 1 回実施した。15 人が参加した。△自主研修会は、申込がゼロ件であった。 

 

【派遣】WP 手話寺子屋講師（（株）アウトソーシングビジネスサービスダブルピー）への協力を継続し

て行なった。△企業、民間団体などへの講師派遣、登録手話通訳者研修会への講師派遣等を行なった。△

個人レッスンへの講師派遣を行なった。 

 

【開発】（株）アウトソーシングビジネスサービスダブルピーとの契約による DVD の新規発行は終了し

た。未発行の 2 点を本年度中に完成させることはできなかった。△オンラインによる手話学習サイト「サ

インアイオー」の監修を行なった。 

 

【翻訳】コミュニティ及び学術分野におけるろう通訳者・フィーダー養成事業（日本財団助成事業）は本

年度で４年目を迎えた。オンライン翻訳講座、通訳理論講座、ろう通訳者養成講座、フィーダー養成講座

を予定通り開講した。オンラインで対応可能なものはオンラインで実施し、対面にした方がよいものは

対面で実施した。△オンライン翻訳講座は、Google の学習支援ツールであるクラスルームを活用し、12

クラス（１クラスにつき翻訳課題６本、講座６回）、すべてオンラインで行なった。△通訳理論講座はす

べてオンライン、ろう通訳者養成及びフィーダー養成講座については、対面が必要な場面以外はオンラ

インで行なった。△ろう通訳者養成講座、フィーダー養成講座の修了生を中心にした研修会において、医

療、法律、コミュニティ、精神保健、翻訳に関する専門研修を行なった。自発的な研修会は 12 回（のべ

99名）実施した。また、今年度からコミュニティ通訳場面に特化した模擬通訳を 2 回実施した。△通訳

OJT プログラムとして、通訳 OJT を 3件実施した。△学術分野におけるろう通訳者・フィーダーの養成
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において、「対照言語学」（全 3 回 11 名）、「手話言語学を学ぼう①」（全 3 回 10 名）、「手話言語学を学ぼ

う②」（全 3 回 13 名）、「ろう者のための翻訳講座①」（全 3 回 8 名）、「ろう者のための翻訳講座②」（全

3 回 9 名）、特別講演会 2 件「学術通訳とは（中野聡子氏）」「通訳とは：会議通訳とコミュニティ通訳の

相違点（吉田理加氏）を実施した。△ろう通訳者の資格化にむけ、手話通訳技能認定試験（手話通訳士試

験）を受験することを想定した勉強会（学科・実技）を開講した。受講者はのべ 25 名。なお、昨年度の

学科試験合格者は、本年度の学科受験が免除されるが、試験実施機関の聴力障害者情報文化センターに

照会したところ、実技試験において音声を文字にする等の配慮は行わない等といった回答だったので、

受験を見合わせた。ろう通訳に関するトリセツ本のリーフレットを作成することができなかったため、

令和６年６月末までに事業を延長することになった。 

 

 

【啓発】ホームページ、Facebook、ツイッター等で広報、啓発を行なった。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業               （事業費の総費用【18,367】千円） 

定款に記
載された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事
者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

手話教師 
育成事業 
 

 
定例会の開催 
 

年 4回 オンライン 10名 

手話教師 

手話学習者 

手話通訳者 

約 
541名 151 

 
日本手話ブラッシュア
ップ講座等における教
師育成 
 

年 4回 オンライン 10名 

手話教師 

手話学習者 

手話通訳者 

約 
331名 480 

 
ナチュラルアプローチ
手話教授法講座 
の教師派遣 
 

1講座 オンライン 3名 
手話教師をめ

ざすろう者 
9名 585 

 
手話教師
研修事業 
 
 
 
 
 

集中研修会 
前期 

後期 
オンライン 10名 手話教師 72名 128 

 
日本手話教育研究大会 
 

年 1回 

2月 
オンライン 15名 

手話教師 

手話学習者 

手話通訳者 

約 
240名 457 

手話教師育成指導者研
修会 

年 1回 

3月 
オンライン 2名 

手話教師指導

者 
15名 0 

メンター派遣 通年 - 2名 手話教師 -名 - 



 
 

手話教師自主研修会 
 
 

通年 - -名 手話教師 -名 - 

 
手話教師
派遣事業 
 

手話教師の派遣 
手話通訳者の派遣 通年 事務所 2名 

市民 

手話学習者 

手話通訳者 

約 
3,000
人 

5,026 

 
手話教授
法に関す
る教材開
発事業 
 

サインアイオーからの
業務委託 通年 事務所 2名 手話学習者等 

約 
200人 2,191 

翻訳・通
訳に関す
る事業 
 

手話通訳者の養成（ろ
う通訳・フィーダー
等） 

6月～12

月 
オンライン 12名 

ろう者 

手話通訳者 
110名 9,241 

（総額） 

ろう通訳者・フィーダ
ーの研修 通年 

東京 

オンライン 
3名  

約 約
470名 ‐ 

 
通訳 OJTプログラム 
 

通年 
東京 

オンライン 
3名 

ろうフィ 

通訳利用者 

市民 

600名 ‐ 

ろう者特
有の文化
に関する
普及啓発
事業 

ホームページ、SNSの
運用 
 

通年 事務所 3名 

ろう者、聴者

等、一般市民 

正会員・賛助

会員 

 

約 
100人 109 

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

  

  

  

  

  

  

 


